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資料番号 濃縮個別 016 R3 

提出年月日 令和３年 7月 1日 

警報設備等に係る補足説明資料 

【公開版】 

本資料は，【濃縮個別 16 R2】の改訂版（R3）である。主な改訂内容は以下のとおり。 

・添付１に生産系インターロックに係る説明を追加した。

・添付１に 2 号廃品回収槽に係るインターロックの 150 tSWU/y 分と 300 tSWU/y の関連性の説明を

追加した。

・申請対象設備の技術基準規則への適合要否を示す表については、「濃縮個別 05 設工認対象機器

の技術基準適合に係る整理表について」に統合した。

・その他、体裁等について適正化した。

※【濃縮個別 16 R2】から変更した部分を青字にて示す。
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1. 概要 

本資料は、第 4回申請及び新型遠心機への更新等に係る申請の【警報設備等に関する

説明書】（以下「説明書」という。）において説明した事項に関して、申請内容の妥当

性、記載内容の根拠等について説明するものである。 

 

2. 設工認申請書添付書類における変更内容に係る補足説明事項 

説明書での申請内容に関する補足説明を添付１に示す。 
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添付１ 
 

変更内容に係る補足説明事項について 
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【第4回申請】 

設工認申請書 補足説明 備考 

1.概要 

本資料は，「加工施設の技術基準に関する規則（以下「技術基準規則」という。）」第18条に基づき，警報設備等

について説明するものである。なお，本施設のインターロック（警報機能含む）は，機器に付属する機能であるこ

とから，申請対象機器に対応したインターロック（警報機能含む）を説明する。 

本資料では，技術基準規則第18条の要求事項に変更はないが，事業変更許可申請書にて示した追加安全対策に

よるインターロックの新規設置及び設備更新する機器に設置しているインターロック（警報機能を含む）に関する

警報設備等について説明する。その他の機器に設けるインターロック（警報機能を含む）については，本項におけ

る要求事項に変更はないが，計装盤の更新（機能変更無し）を行うとともに，インターロックの動作概要を示す図

等を説明書に追加する。 

上記により，今回の本資料における説明においては，機能変更の有無に係わらず説明することとする。 

2. 基本方針

本施設には，設備の機能の喪失，誤操作その他の要因による異常を検知して（あらかじめ設定した値を超えた場

合に）警報を発する設備及びインターロックを設ける。 

なお、検出器は測定対象に対して適切な計測範囲を有するものを使用する。 

3. 警報設備及びインターロック

設置するインターロックの概要を以下に示す。また，インターロックの一覧を表1～2に示すとともに，動作概

要図及び電気信号図を図1～2に示す。 

(1) 濃縮度管理

カスケード設備で濃縮する濃縮UF6の濃縮度は， の関数となる。したがって，

を監視することにより濃縮度を管理し，これらに対して二重化した「圧力・流量による濃

縮度管理のインターロック」（注1）を設け，濃縮度制限値を超えないように管理する。また，UF6の濃縮度は，濃縮度

測定装置により測定し，これらに対して「濃縮度測定装置による濃縮度管理のインターロック」（注1）を設ける。カ

スケード設備が生産運転中は，これらのインターロックの二つ以上の機能を常に確保し，カスケード設備の製品側

出口における濃縮度が5%を超える場合は，警報を発するとともに自動的に生産を停止する（注1）。 

(2) 加熱に対する考慮

UF6の加熱は，UF6が八戸気象観測所で観測された過去の最低気圧 962.1 hPa（1970 年）を超えない範囲として

960 hPa以下，同圧力となる加熱温度56 ℃（UF6蒸気圧による）を超えないよう管理を行う。また，圧力又は温度

が前述値を超える前に警報を発するとともに自動的に加熱を停止するインターロックを設ける。 

加熱中に原料シリンダ内の圧力又は温度が異常に上昇した場合は，大気圧を超えない範囲又は管理温度を超

えない範囲で，警報を発するとともに自動的に加熱用温水の供給を停止する「圧力異常高又は温度異常高に

よる加熱停止のインターロック」（注３）を設ける。 

原料シリンダの加熱中に加熱用温水の温度が上昇した場合に，警報を発するとともに自動的に加熱用温水の

供給を停止する「温水ユニット温度高高による加熱停止のインターロック」（注３）を設ける。 

コールドトラップの加熱には，電気ヒータと冷凍機ユニットから供給する熱媒を用いる。加熱中にコールド

トラップ内の圧力又は温度が異常に上昇した場合は，大気圧を超えない範囲又は管理温度を超えない範囲で，

警報を発するとともに自動的に熱源を切る「圧力異常高又は温度異常高による加熱停止のインターロック」
（注４），（注５），（注６）を設ける。 

設工認申請書の記載の充実化、適正化については，各別紙にて既認可設工認との対比により示す。 

また，新設する機能については各別紙にて事業変更許可申請書との対比を示す。 

（注１）別紙１参照。 

（注３）別紙３参照。 

（注３）別紙３参照。 

（注４）別紙４参照。（製品コールドトラップ） 

（注５）別紙５参照。（廃品コールドトラップ） 

（注６）別紙６参照。（一般パージ系コールドトラップ） 

赤文字で示した

箇所は，記載充実

化のため設工認

申請書に追記す

る。 
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【遠心機更新】 

設工認申請書 補足説明 備考 

1. 概要

本資料は，「加工施設の技術基準に関する規則（以下「技術基準規則」という。）」第18条に基づき，警報設備等

について説明するものである。なお，本施設のインターロック（警報機能含む）は，機器に付属する機能であるこ

とから，申請対象機器に対応したインターロック（警報機能含む）を説明する。 

本資料では，高周波電源設備の 高周波インバータ装置に関する警報設備等について説明する。 

また，当該機器の本条に対する設計については，「新規制基準への適合に係る申請（1次申請～5次申請）」の3

次申請で認可済み（認可番号：原規規発第2003265号（令和2年3月26日付け））である， 高周波イン

バータ装置と同じである。 

2. 基本方針

本施設には，設備の機能の喪失，誤操作その他の要因による異常を検知して（あらかじめ設定した値を超えた場

合に）警報を発する設備及びインターロックを設ける。 

3. 警報設備及びインターロック

(1) 閉じ込めの機能

遠心分離機の回転数が破壊評価試験により確認された回転数 Hz）以下となるように，定格周波数

Hz）を超えた場合，  Hz以内で異常時停止信号を出し，高周波インバータを停止する「遠心機過回転防止機能」
（注１０）を設ける。インターロックブロック図を図1に示す。 

（注１３） 

（注１０）別紙１０参照。 

（注１３）事業変更許可申請書で示した生産系のインターロックの内容を追加する。 

(2) 通常の運転制御として設備を安定的に停止させるインターロック

前述の(1)に示す安全機能に直接的に作用するインターロックの他に，通常の運転制御として設備を

安定的に停止させる以下のインターロックを設ける。 

ａ．カスケード設備 

・高周波電源設備の故障時に，カスケード排気系によりUF6を排気するインターロックを設ける。

※補足説明欄の青枠で示した箇所は、設工認申請書の記載の充実化、適正化を図る箇所を示す。
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【遠心機更新】 
項目 インターロック名称及び概要 インターロック動作イメージ図 対象設備 変更有無 

動作前 動作後 
閉じ込めの機
能 

１ 遠心機過回転防止機能 遠心機の回転数を破壊評価試
験で確認された回転数以下と
するため，定格周波数を超えた
場合に高周波インバータを停
止する。 

  高周波インバータ装置 別紙 10 新設 
 
 
 

 
 
 

遠心機 高周波 
ＩＮＶ 

電力 電力 

周波数
監視 

 

遠心機 高周波 
ＩＮＶ 

電力 

周波数
監視 

 

電力 
供給 
停止 

検知 

※1 ※2 
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別紙１ 
 

「圧力・流量による濃縮度管理のインターロック」「濃

縮度測定装置による濃縮度管理のインターロック」につ

いて 
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【第4回申請】 

設工認申請書 補足説明 備考 

Ⅴ-1-1-10 

警報設備等に関する説明書 

 

1.概要 

本資料では，技術基準規則第18条の要求事項に変更はないが，事業変更許可申請書にて示した追加安全対策に

よるインターロックの新規設置及び設備更新する機器に設置しているインターロック（警報機能を含む）に関す

る警報設備等について説明する。その他の機器に設けるインターロック（警報機能を含む）については，本項にお

ける要求事項に変更はないが，計装盤の更新（機能変更無し）を行うとともに，インターロックの動作概要を示す

図等を説明書に追加する。 

 

3.警報設備及びインターロック 

(1) 濃縮度管理 

カスケード設備で濃縮する濃縮UF6の濃縮度は， の関数となる。したがって，

を監視することにより濃縮度を管理し，これらに対して二重化した「圧力・流量による濃縮度

管理のインターロック」を設け，濃縮度制限値を超えないように管理する。また，UF6の濃縮度は，濃縮度測定装

置により測定し，これらに対して「濃縮度測定装置による濃縮度管理のインターロック」を設ける。カスケード設

備が生産運転中は，これらのインターロックの二つ以上の機能を常に確保し，カスケード設備の製品側出口にお

ける濃縮度が5%を超える場合は，警報を発するとともに自動的に生産を停止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明書本文「1.概要」のうち下記事項に該当 

・ 設備更新する機器に設置しているインターロック 

 

インターロックに関する補足説明 

・ 運転パラメータの監視により濃縮度を管理し，これらに対して二重化した圧力・流量による濃縮度管

理のインターロックを設け，濃縮度＊１が制限値＊２を超えないように管理する。 

・ また，UF6の濃縮度＊１は，濃縮度測定装置により測定し，これに対して濃縮度測定装置による濃縮度管

理のインターロックを設ける。 

 

＊１ 濃縮度：カスケード設備の製品側出口における濃縮度 

＊２ 制限値：5％以下 
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別紙２ 
 

「地震発生時のカスケード排気のインターロック」「地

震発生時の加熱停止のインターロック」について 
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別紙３ 
 

「圧力異常高又は温度異常高による加熱停止のインター

ロック」「温水ユニット温度高高による加熱停止のイン

ターロック」について 
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別紙４ 
 

「圧力異常高又は温度異常高による加熱停止のインター

ロック（製品コールドトラップ）」「重量異常高による過

充填防止のインターロック（製品回収槽）」「ガス移送ヘ

ッダ配管圧力異常によるガス移送停止のインターロック

（製品ガス移送ヘッダ）」 

について 
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【第4回申請】 

設工認申請書 補足説明 備考 

 

Ⅴ-1-1-10 

警報設備等に関する説明書 

 

1.概要 

本資料では，技術基準規則第18条の要求事項に変更はないが，事業変更許可申請書にて示した追加安全対策

によるインターロックの新規設置及び設備更新する機器に設置しているインターロック（警報機能を含む）に

関する警報設備等について説明する。その他の機器に設けるインターロック（警報機能を含む）については，

本項における要求事項に変更はないが，計装盤の更新（機能変更無し）を行うとともに，インターロックの動

作概要を示す図等を説明書に追加する。 

 

3. 警報設備及びインターロック 

(2) 加熱に対する考慮 

UF6の加熱は，UF6が八戸気象観測所で観測された過去の最低気圧962.1 hPa（1970年）を超えない範囲とし

て960 hPa以下，同圧力となる加熱温度56 ℃（UF6蒸気圧による）を超えないよう管理を行う。また，圧力又

は温度が前述値を超える前に警報を発するとともに自動的に加熱を停止するインターロックを設ける。 

・ コールドトラップの加熱には，電気ヒータと冷凍機ユニットから供給する熱媒を用いる。加熱中にコール

ドトラップ内の圧力又は温度が異常に上昇した場合は，大気圧を超えない範囲又は管理温度を超えない範

囲で，警報を発するとともに自動的に熱源を切る「圧力異常高又は温度異常高による加熱停止のインター

ロック」を設ける。 

 

(3) 閉じ込めの機能 

圧力又は温度，充填量等を監視し，ウランを直接内包する系統及び機器からの漏えいを防止するインターロ

ックを設ける。 

・ コールドトラップのガス移送時に，ガス移送配管の圧力が上昇（ただし大気圧以下）した場合は，大気圧

を超えない範囲で警報を発するとともに，コールドトラップの移送停止及び回収側の槽の回収を停止する

「ガス移送ヘッダ配管圧力異常によるガス移送停止のインターロック」を設ける。 

・ 2号製品回収槽及び2号廃品回収槽のUF6回収時に，UF6シリンダ類への過充填を防止するため，最大充填

量に達する前に警報を発するとともに，自動的に充填を停止する「重量異常高による過充填防止のインタ

ーロック」を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明書本文「1.概要」のうち下記事項に該当 

・ 製品コールドトラップ，製品回収槽：計装盤の更新（機能変更無し） 

・ 製品ガス移送ヘッダ：事業変更許可申請書にて示した追加安全対策によるインターロックの新規設置 

 

 

 

 

各インターロックに関する補足説明 

・ 「圧力異常高又は温度異常高による加熱停止のインターロック」製品コールドトラップ 

  製品コールドトラップ内の圧力は配管に設置した圧力計で計測し，大気圧を超えない範囲で加熱

を停止（冷凍機(熱媒供給)停止，ヒータ通電停止）する。 

  製品コールドトラップ内の圧力はコールドトラップ加熱温度（＝内温度）により変化（グラフ参

照）するため，製品コールドトラップ内の圧力が大気圧を超えない温度で加熱停止（冷凍機(熱媒

供給)停止，ヒータ通電停止）する。 

・ 「ガス移送ヘッダ配管圧力異常によるガス移送停止のインターロック」製品ガス移送ヘッダ 

  製品ガス移送ヘッダの圧力を配管に設置した圧力計で計測し，大気圧を超えない範囲で製品コー

ルドトラップの加熱を停止（冷凍機(熱媒供給)停止，ヒータ通電停止）する。 

・ 「重量異常高による過充填防止のインターロック」製品回収槽 

  製品回収槽に設置した重量計でシリンダ（中間製品容器）の重量を計測し，最大充填量（4500kg-

UF6）に達する前に回収を停止する。 
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